
‭鹿児島県公立高校入試徹底分析【数学】‬
‭【形式・難易度】‬

‭試験時間‬ ‭50分‬ ‭配点‬ ‭90点‬

‭問題構成‬

‭大問数は５問。小問は２８問。時間は５０分である。解答欄で数えると３５問と例年より問題‬

‭数が多くなった（昨年は解答欄で数えて３０問）ように感じるが，記号選択の問題が増えたた‬

‭めであり，内容としては例年とほぼ変わらず２８問である。出題パターンは，以下の通り。‬

‭大問１は計算・小問集合，大問２は小問集合，大問３はデータの活用，大問４は関数，‬

‭大問５は平面図形とその応用‬

‭大問５は，コンピューターソフトを使って図形の性質を話し合っている会話文から考える問題‬

‭であった。大問のうち一つは今後も出題形式が変化することが予想される。‬

‭令和６年度(2024)‬ ‭令和５年度(2023)‬ ‭令和４年度(2022)‬ ‭令和３年度(2021)‬ ‭令和２年度(2020)‬

‭問題量‬‭（A４で）‬ ‭１１ページ分‬ ‭１１ページ分‬ ‭７ページ分‬ ‭７ページ分‬ ‭８ページ分‬

‭小問数‬ ‭28問‬ ‭26問‬ ‭26問‬ ‭28問‬ ‭27問‬

‭論述問題の数‬ ‭４問‬ ‭３問‬ ‭４問‬ ‭４問‬ ‭３問‬

‭論述問題配点‬ ‭15点‬ ‭14点‬ ‭16点‬ ‭17点‬ ‭14点‬

‭作図問題の数‬ ‭１問‬ ‭１問‬ ‭１問‬ ‭１問‬ ‭１問‬

‭作図問題配点‬ ‭４点‬ ‭４点‬ ‭４点‬ ‭４点‬ ‭４点‬

‭受験者平均点‬ ‭43.8点‬ ‭47.0点‬ ‭39.0点‬ ‭47.3点‬ ‭42.3点‬

‭【出題の傾向と対策】‬

‭①　大問　　の小問１では，計算問題が３問，小問集合６問で難易度・量ともに例年ほぼ同じである。最初‬
‭　　の問題は小学校の範囲で解ける計算問題が毎年続けて出題されている。難易度は高くないので，焦らず‬
‭　　正確に解けるようにしよう。‬

‭２０２４　　１‬

‭②　大問　　の小問では，資料を利用した割合に関する問題が多く出題されている。今年度は消費税を用い‬
‭　　た割合の問題が出題された。小学校内容である小数のわり算を使うことが多いので，確実に正解できる‬
‭　　ように計算練習をしておくこと。‬

‭２０２４　　 ３‬



‭③　大問　　では，データの活用の問題が頻出。まずは語句チェックから行いましょう。度数分布表・ヒス‬
‭　　トグラム・箱ひげ図等の資料から，代表値(平均値・中央値・最頻値)や相対度数等を求める問題が多い。‬

‭２０２４　　 １‬

‭④　大問　　では，平面図形は三角形の相似を利用したり，三平方の定理（特に三角定規のパターン）を用‬
‭　　いる問題が多い。円と三角形を組み合わせた問題が過去の出題では多いので徹底練習しておくこと。今‬
‭　　年度はコンピューターソフトを用いた会話形式の平面図形の問題が出題された。‬

‭２０２４　　 ３‬

‭解答‬


